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様式第１号（３）（第１０条関係）  

 
訓練手当受給資格認定申請書（求職者支援訓練用） 

                             年   月   日  
 （宛先） 
       埼玉県知事 
                    申請者 氏名           ○印   
 
  訓練手当の受給資格の認定を受けたいので下記により申請します。 

① 

申
請
者
の
記
入
す
る
欄 

（ふりがな） 
氏    名  生年月日    年  月  日（満  才）

住所又は居所                       （     ）方 

家
族
の
状
況 

氏   名 申請者との続柄 扶養の有無 同居・別居の別 別居している者の住所又は居所 

  有・無 同居・別居  

  有・無 同居・別居  

  有・無 同居・別居  

  有・無 同居・別居  

  有・無 同居・別居  

寄 宿 の 事 実 有・無 寄宿の開始年月日     年   月   日 
寄 宿 前 の 住 所 
又 は 居 所                      （     ）方 

通所の開始年月日           年   月   日    

順
路 
通所
方法 区    間 

距 離 
（概算） 

所要時間 
（概算） 

乗車券等
の種類 

左欄の乗車
券等の額 備考 

１  住居から（ 経由） まで 
キロメートル 
・ 
時間 分 
・  円  

２    から（   ） まで 
キロメートル 
・ 
時間 分 
・  円  

３    から（   ） まで 
キロメートル 
・ 
時間 分 
・  円  

４    から（   ） まで 
キロメートル 
・ 
時間 分 
・  円  

５    から（   ） まで 
キロメートル 
・ 
時間 分 
・  円  

他に利用できる交通
機関等の名称及び利
用区間等 

 

総通所距離（概算） キロメートル 
・ 

総所要時間（概算） 時間  分 
・ 

平均１箇月の運賃
等 の 負 担 額 円 

通所経路略図（経路朱線） （記入上の注意） 

１ 通常行つている通所のみを記入し、例外的な方法等

は記入しないでください。 

２ 「通所方法」欄には、通所の順路に従い、徒歩・自

転車・ＪＲ○○線等の別を記入してください。 

３ 「乗車券等の種類」欄には、１箇月定期、１０枚つ

づり回数券、優待乗車券等の別を記入してください。 

４ 「左欄の乗車券等の額」欄には、１箇月定期、１０

枚つづり回数券、優待乗車券等に応ずる額を記入し

てください。 

５ 「備考」欄には、往路と復路が異なる場合の理由等、

その他の特記事項がある場合に記入してください。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注意）１ ①欄には、必要な事項を記入し、又は該当する箇所に○印を付してくださ

い。 

     ２ 家族の状況については、市町村長が発行する証明書の提出を求めることが

あります。 

    ３ ②欄は、記入しないでください。 

 

 
□ 該当 
 □ 交通機関等利用 
 □ 自動車等利用 
 
□ 非該当 
 理由： 

順
路 

算出の基礎となる 
交通機関等 

定期券・回数券
そ の 他 の 別 

１箇月の運賃等
の額 交通機関

の名称 利用区間 

１    円 

２    円 

３    円 

４    円 

５    円 

１箇月の運賃等の額の総額 円 

 

② 

県
の
記
入
欄 

申請する手当
の種類 

基 本 手 当 

（  級 地 ） 

技 能 習 得 手 当 寄 宿 手 当 

（ 有 ・ 無 ） 受講手当・通所手当 

訓 練 期 間 
自    年   月   日 
至    年   月   日 

訓練科又は 
訓 練 職 種 

 

訓練受講指示
の根拠 

雇用対策法施行規則第２条第２項 その他 

雇用保険基本
手当等受給資
格の有無 

（ 有 ・ 無 ） 

種 類 

 
イ雇用保険
基本手当 

 
ロ日雇用労
働求職者
給付金 

 
ハ船員失業
保険金 

 
ニ国家公務員
等失業者退
職手当 

ホイ～ニに相当
する地方公共
団体が支給す
る給付 

受給の有無 
     

金 額 
     

受給期間 
     

 
通所手当の確認 

 
 

 



 

様
式
第
三
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号
（
一
）
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一

様
式
を
加
え
る
。 

  

訓
練
手
当
支
給
申
請
書
 

職
場
適
応
訓
練
用
）
 

訓
練
手
当
支
給
申
請
書
（
公
共
職
業
訓
練
・
 



様式第３号（２）（第１１条関係） 
 

訓練手当支給申請書（求職者支援訓練用）（    年  月分） 
 
 

 （宛先） 
       埼玉県知事 
                            年  月  日 
 
                     住所 
 
                     氏名           ㊞ 
 
       年  月分の訓練手当の支給を次のとおり申請します。 

支
給
申
請
内
容 

 訓練期間   年 月 日～  年 月 日 

 訓練が行われなかつた日数 日 

 訓練を受けなかつた日数  

 

①疾病、負傷その他のやむを得ない理由
による日数 

日 

 ①のうち連続して１４日を超えた日数 日 

②やむを得ない理由のない日数 日 

 訓練を受けた日数 日 

 家族と別居して寄宿していない日数 日 

 添付書類（やむを得ない理由を証明する
書類等） 

□医師の診断書 
□遅延証明書 
□その他（        ） 

 

手
当
内
訳 

基本手当 

月    額 円 

支給対象日数 日 

請  求  額 円 

受講手当 

日    額 円 

支給対象日数 日 

請  求  額 円 

通所手当 

月    額 円 

支給対象日数 日 

請  求  額 円 

寄宿手当 

月    額 円 

支給対象日数 日 

請  求  額 円 

当月請求額 円 
 

求職者支援訓練施設による受講証明 

 右のカレンダー中、該当する日に印を付けてく
ださい。 
 
 (1)職業訓練が行われなかつた日 ＝印（取消線） 
 
 (2)職業訓練を受けなかつた日  ×印 

月 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 特記事項  
 
 上記の記載事実に誤りがないことを証明します。 
         年  月  日 
 求職者支援訓練施設の名称及び長の氏名             □印  



 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
改
正
前
の
埼
玉
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要

の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 

規 
 

則 

 
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

金 

野 

俊 

男 
 
 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
四
五 

 
 

 
 
 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
八
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
項
中
「
四
週
間
後
」
を
「
八
週
間
後
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http:/

/www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
三
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
介
護
サ
ー
ビ
ス 

三 

代
表
者
の
氏
名 

髙

 

光
江 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
草
加
市
青
柳
六
丁
目
三
十
二
番
地
二
十
二
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
草
加
市
を
中
心
と
し
た
近
隣
地
域
の
高
齢
者
に
対
し
、
個
人
の
尊
厳
を
大
切

に
し
な
が
ら
認
知
症
ケ
ア
の
事
業
を
通
し
て
毎
日
の
楽
し
み
と
生
き
甲
斐
を
提
供
し
ま
す
。
そ

し
て
、
ご
家
族
の
方
々
に
は
、
介
護
の
心
配
な
く
安
心
し
て
就
労
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

誰
も
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
創
造
し
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http:/

/www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
三
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
希
望 

三 

代
表
者
の
氏
名 

荒
井 

て
る
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
二
丁
目
五
番
地 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
障
害
児
と
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
添
っ
た
日
常
生
活

に
お
け
る
基
本
的
動
作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
等
を
提
供
し
、
よ
り
充
実
し
た
社

会
生
活
を
営
む
為
の
生
活
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
誰
も
が
豊
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

創
造
す
る
こ
と
で
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
六
号



 
 

告 
 

示 

 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
収
納
事
務
を
、
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
期
間
委
託
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二

番
一
号 

株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト 

代
表
取
締
役 

澄
川 

雅
弘 

受
託
者
の
住
所
、
名
称
及
び 

代 

表 

者 

氏 
名 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
税

事
務
所
、
埼
玉
県
川
口

県
税
事
務
所
、
埼
玉
県

朝
霞
県
税
事
務
所
、
埼

玉
県
春
日
部
県
税
事
務

所
及
び
埼
玉
県
越
谷
県

税
事
務
所
に
お
い
て
行

う
県
税
に
係
る
徴
収
金

の
収
納
事
務 

委 

託 

内 

容 

平
成
二
十
五
年
三
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
七
年

二
月
二
十
八
日
ま
で 

委 

託 

期 

間 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
特

定
非
営
利
活
動
法
人
を
仮
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ 

二 

代
表
者
の
氏
名 

竹 

石 

研 

二 

三 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 

埼
玉
県
深
谷
市
深
谷
町
九
番
一
二
号 

四 

当
該
仮
認
定
の
有
効
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
川
越 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
一
丁
目
十
七
番
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
ピ
ー
ア
ン
ド
デ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 
代
表
取
締
役 

溝
口

朗 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
丁
目
七
番
地
五 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 

川
野
清
巳 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
脇
田
本
町
一
番
地
五 

 
 

 
 

株
式
会
社
ノ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

野
島
廣
司 

 
 

 
 

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
二
丁
目
三
番
地
三 

外
未
定 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

六
千
九
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

二
八
〇
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
八
〇
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

四
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

七
一
立
方
メ
ー
ト
ル 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
号



 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
一
時 

 
 

 
来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
一
時
三
十
分 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 
二
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
九
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

島
忠
ホ
ー
ム
ズ
三
郷
中
央
店 

 
 

 

埼
玉
県
三
郷
市
三
郷
中
央
地
区
九
十
五
―
二
街
区
四
、
五
画
地 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

 
 

 

（
変
更
前
）
（
仮
称
）
島
忠
ホ
ー
ム
ズ
三
郷
中
央
店 

 
 

 

（
変
更
後
）
島
忠
ホ
ー
ム
ズ
三
郷
中
央
店 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
一
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
九
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
島
忠
ホ
ー
ム
ズ
草
加
西
店 

 
 

 

埼
玉
県
草
加
市
遊
馬
町
字
中
沼
四
十
一
―
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
島
忠 

代
表
取
締
役 

山
下
視
希
夫 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
三
橋
五
丁
目
千
五
百
五
十
五
番
地 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
島
忠 

代
表
取
締
役 

山
下
視
希
夫 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
三
橋
五
丁
目
千
五
百
五
十
五
番
地 

外
未
定 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

二
万
四
千
百
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
一
三
三
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

七
四
〇
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

六
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
九
〇
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
一
号



 
 

 
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

三
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
一
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
九
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、 

大
里
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 
名 

 
 

 

住 
 

 

所 

 

理
事 

小 

林 
 

 

晃 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈
良
二
千
十
番
地
一 

 

同 
 

三 

澤 

茂 

夫 
 

同 
 

同 
 

箱
田
七
丁
目
二
番
八
号 

 

同 
 

田 

中 
 

 

登 
 

同 
 

同 
 

久
保
島
三
百
一
番
地 

  

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
二
号



告 
 

示 

  
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
に
対
し
、
同
項
に
規
定
す
る
監
視
伝
染
病
の
検
査
を
次
の
と
お
り

受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

実
施
の
目
的 

 

 

イ 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
病
、
結
核
病
、
ヨ
ー
ネ
病
及
び
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
、
馬
の
馬
伝
染
性
貧

血
及
び
馬
パ
ラ
チ
フ
ス
、
蜜
蜂
の
腐
蛆そ

病
並
び
に
豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
発
生
の
予
防 

 

ロ 

牛
の
ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛

流
行
熱
の
発
生
の
予
察 

 

ハ 

家
き
ん
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
の

予
察 

二 

実
施
す
る
区
域 

 
 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
種
類
及
び
範
囲 

 

イ 

一
の
イ
に
係
る
検
査 

 
 

⑴ 

ブ
ル
セ
ラ
病
、
結
核
病
及
び
ヨ
ー
ネ
病 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
の
う
ち
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農

林
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
牛
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要
と
認
め
た

も
の 

 
 

⑵ 

伝
達
性
海
綿
状
脳
症 

 
 

 
 

牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
対
象
と
な
る
牛
の
死
体
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生

所
の
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の 

 
 

⑶ 

馬
伝
染
性
貧
血 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
馬
の
う
ち
省
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲

げ
る
馬
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の 

 
 

⑷ 

馬
パ
ラ
チ
フ
ス 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
馬
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
た
も
の 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
三
号



 
 

⑸ 

腐
蛆そ

病 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
蜜
蜂
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必

要
と
認
め
た
も
の 

 
 

⑹ 
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
た
も
の 

 

ロ 

一
の
ロ
に
係
る
検
査 

 
 

 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要
と

認
め
た
も
の 

 

ハ 

一
の
ハ
に
係
る
検
査 

 
 

 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
家
き
ん
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必

要
と
認
め
た
も
の 

四 

実
施
の
期
日 

 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
家

畜
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
定
め
る
日 

五 

検
査
の
方
法 

 

イ 

ブ
ル
セ
ラ
病
、
結
核
病
、
ヨ
ー
ネ
病
、
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
及
び
馬
伝
染
性
貧
血 

 
 

 

省
令
別
表
第
一
に
定
め
る
方
法 

 

ロ 

馬
パ
ラ
チ
フ
ス 

 
 

⑴ 

凝
集
反
応
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ハ 

腐
蛆そ

病 

 
 

⑴ 

肉
眼
的
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ニ 

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
反
応
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ホ 

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛
流
行

熱 

 
 

⑴ 

中
和
試
験
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

へ 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

⑴ 

ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査 



 
 

⑵ 

血
清
抗
体
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

六 
そ
の
他 

 
 

実
施
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛

生
所
の
長
の
指
示
に
よ
る
。 



告 
 

示 

 
 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
に
県
営
土
地
改
良
事
業
上
里
西
部
地
区
（
区
画
整
理
事
業
）
の

換
地
処
分
を
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
四
号



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、行
田
市
新
江
川
土
地
改
良
区
か
ら
の
土
地
改
良
事
業（
維

持
管
理
事
業
）
計
画
及
び
定
款
の
変
更
認
可
申
請
を
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
適
当
と
決
定
し

た
の
で
、
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公

告
し
、
及
び
当
該
決
定
に
係
る
変
更
後
の
土
地
改
良
事
業
計
画
書
及
び
定
款
の
写
し
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
十
八
日
ま
で 

二 

縦
覧
場
所 

 
 

行
田
市
役
所 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
五
号



告 
 

示 

  
吉
川
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
六
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

八
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
四
十
四
号
で
告
示
し
た
入
間
都
市
計
画
緑
地
事
業
（
入
間
市
施
行
）
の

事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
十
八
年
四
月
四
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
七
号
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都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号
で
告
示
し
た
川
越
都
市
計
画
公
園
事
業
（
川
越
市
施
行
）

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 
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係
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業
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用
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井
字
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田
地
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業
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大
字
鯨
井
字
荒
田
地
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を
加
え
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ロ 

使
用
の
部
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埼
玉
県
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越
市
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都
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計
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法
（
昭
和
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三
年
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）
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十
九
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第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計

画
事
業
を
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可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
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埼
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施
行
者
の
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鴻
巣
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

鴻
巣
都
市
計
画
公
園
事
業 

 
 

五
・
五
・
○
一
号 

上
谷
総
合
公
園 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
鴻
巣
市
上
谷
字
砂
場
地
内 
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告
示
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九
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都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計

画
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 
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十
五
年
三
月
十
九
日 
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県
知
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田 
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一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

鴻
巣
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

鴻
巣
都
市
計
画
公
園
事
業 

 
 

五
・
五
・
○
二
号 

川
里
中
央
公
園 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
鴻
巣
市
関
新
田
字
十
一
番
並
び
に
屈
巣
字
網
張
地
内 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
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十
号
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宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
処

分
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
聞
を
次
の
と
お
り
公
開
で
行
う
。 

 
 

平
成
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十
五
年
三
月
十
九
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一 

聴
聞
の
日
時
及
び
被
聴
聞
者 

二 

聴
聞
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
二
番
二
十
四
号 

 
 

埼
玉
教
育
会
館 

三
〇
一
会
議
室 

平
成
二
十
五
年

三
月
二
十
七
日

午
前
十
時 

聴

聞

の

日

時 

株
式
会
社
旭
ホ

ー
ム
ズ 

 

被
聴
聞
者
の
商 

号
又
は
名
称 

 
代
表
取
締
役 

 
 

大
﨑 

勝
一 

被
聴
聞
者
の
氏
名
（
法

人
に
あ
っ
て
は
代
表
者

の
氏
名
） 

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽

百
八
十
七
番
地
二 

被
聴
聞
者
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地 
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三
百
二
十
一
号
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埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
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埼
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県
建
築
計
画
概
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閲
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規
程
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改
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す
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示 

 

埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
百
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
内
の
項
中
「
深
谷
市
」
を
「
行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生

市
、
深
谷
市
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
荒
川
左
岸
北
部
下
水
道
事
務
所
内
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号
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示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り 

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。 
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埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号



１ 調達内容 

 ⑴ 購入等件名及び予定数量 

   現場写真作成装置用プリントパックの購入 予定数量4,500箱 

 ⑵ 調達案件の仕様等 

   入札説明書による。   

 ⑶ 履行期間 

     契約締結日から平成26年３月31日（月）まで 

 ⑷ 納入場所 

    埼玉県警察本部総務部財務局会計課長が指定する場所 

 ⑸ 入札方法 

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス

テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は

持参による入札も認める。また、入札金額については、入札者が見積もった単

価に本県が示す予定数量を乗じた総価を入力すること。 

   なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当

該金額の５パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額

とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった入札金額の105分の100に相当する金額を

入札書に入力し、又は記載すること。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者

であること。 

 ⑵ 物品の買入れ等に係る入札参加資格に関する告示（平成24年埼玉県告示第

1086号）に基づき、業種区分「物品の販売」のＡ等級に格付けされた者である

こと。 

 ⑶ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（平成21年３月31日付け入審第513号）に基づく入札参加停

止措置を受けていない者であること。 

 ⑷ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成21年４月１日付け入審第97号）に基づく入札参加除外措置を

受けていない者であること。 

３ 入札書の提出場所等 

 ⑴ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場



所、入札説明書及び仕様書の交付場所並びに問合せ先 

   〒330-8533 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県警察本部

総務部財務局会計課調度第一係 押田 電話048-832-0110 内線2245 

 ⑵ 入札説明書の交付方法 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」による場合 

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「発注情

報等の閲覧」からダウンロードすること。 

  イ 紙媒体による場合 

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶ 入札書受付期間 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合 

    競争入札参加資格の確認を得た日から平成25年５月８日（水）午前10時50

分まで 

  イ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合 

   (ｱ) 郵送の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から平成25年５月７日（火）午後５時

まで 

     なお、書留郵便によること。 

   (ｲ) 持参の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から平成25年５月８日（水）午前10時

50分まで 

     なお、代理人が入札書を持参する場合は、委任状を提出すること。 

 ⑷ 開札の場所及び日時 

   埼玉県警察本部総務部財務局会計課 平成25年５月８日（水）午前11時 

４ その他                            

 ⑴ 契約手続において使用する言語及び通貨 

   日本語及び日本国通貨 

 ⑵ 入札保証金及び契約保証金 

  ア 入札保証金 

    入札者は、見積もった入札金額に入札保証金の率（100分の５以上）を乗じ

た額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和39年埼玉県規則

第18号。以下「財務規則」という。）第93条第２項の規定に該当する場合は、

免除する。 

  イ 契約保証金 



    契約の相手方は、落札金額に契約保証金の率（100分の10以上）を乗じた額

を納付するものとする。ただし、財務規則第81条第２項の規定に該当する場

合は、免除する。 

 ⑶ 入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、一般競争入札参加資格確認申請

書を次のいずれかの方法で平成25年４月22日（月）午後５時までに提出し、競

争入札参加資格の確認を得なければならない。また、入札事務の担当者から、

提出した書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。 

  イ 紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送し、又は持参する。 

 ⑷ 入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ 財務規則第97条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定め

る規則（平成７年埼玉県規則第106号）第９条の規定に該当する入札書 

 ⑸ 契約書作成の要否 

   要 

 ⑹ 落札者の決定方法 

   財務規則第94条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最低

の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑺ 手続における交渉の有無 

   無 

 ⑻ 競争入札参加資格の付与 

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、埼玉

県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「競争入札参加資

格申請受付システム」から登録申請を行い、受付票その他の登録に必要な書類

を平成25年４月19日（金）までに埼玉県総務部入札審査課入札参加資格審査担

当（〒 330-8533  埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15番１号  電話

048-830-5775（直通））へ提出すること。 

 ⑼ 支払条件 

     発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から30日以内に当該代金を

受注者に支払うものとする。 

  ⑽ 特記事項 



   平成25年度の歳入歳出予算が議決されなかったとき又は歳入歳出予算の当該

契約の金額に減額等があったときは、調達手続を延期し、又は停止することが

ある。 

  ⑾ その他詳細は、入札説明書による。 

５ Summary 

 ⑴ Nature and quantity of the products to be purchased Purchase of Photographic      

paper for picture making device 

 ⑵ Time‐ limit for the tender:By the electronic tendar system;By 10:50 a.m.,May 8,     

2013 By mail;5:00p.m. May 7, 2013 In person;10:50 a.m. May 8, 2013 

 ⑶ Contact point for the notice: Property Management Section, Finance Division, 

Financial Bureau, General Affairs Department, Saitama Prefectural Police         

Headquarters, 3-15-1 Takasago,Urawa-Ku,Saitama-shi,Saitama-ken 330-8533, Tele 

phone; 048-832-0110 Ext.2245 
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道
路
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昭
和
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十
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年
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律
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、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

原 
 

 

正 

明 
 

 
 

 
 



          

    

吉
場
安
行
東
京
線 

 

路 

線 

名 

 

川
口
市
大
字
安
行
原
字
久
保
二
一
七
七
番
一 

 

地
先
か
ら 

 

同
市
大
字
安
行
原
字
久
保
一
九
九
七
番
一
地 

 

先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限 

 
る
。
） 

 
 

供
用
開
始
の
区
間 

   

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
付
け
、
さ
い
た
ま

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号
で
区
域
変
更

し
た
区
間
の
一
部
供
用
開
始
。
延
長
二
一
○
・

○
○
メ
ー
ト
ル 

 
 

備 
 

考 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

原 
 

 

正 

明 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

金
明
町
鳩
ヶ
谷
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 

 



         

新 旧 

旧 

新 

別 

 

川
口
市
大
字
安
行
原
字
久
保
二
一
六 

 
一
番
六
地
先
か
ら 

 

同
市
大
字
安
行
原
字
半
縄
二
三
七
○ 

 

番
二
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 

間 

一
二
・
○
○ 

 
 

 

～ 

 
 

 

二
八
・
八
○ 

八
・
八
○ 

 
 

 

～ 

 
 

 

二
一
・
○
○ 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

一
○
八
・
五
○ 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

交
差
点
整
備
事
業
に
よ

る 

備 
 

 

考 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

原 
 

 

正 

明 
 

 
 

 
 



          

    

金
明
町
鳩
ヶ
谷
線 

 

路 

線 

名 

 

川
口
市
大
字
安
行
原
字
久
保
二
一
六
一
番
六 

 

地
先
か
ら 

 

同
市
大
字
安
行
原
字
半
縄
二
三
七
○
番
二
地 

 

先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限 

 
る
。
） 

 

 
 

供
用
開
始
の
区
間 

   

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
付
け
、
さ
い
た
ま

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号
で
区
域
変
更

し
た
区
間
の
一
部
供
用
開
始
。
延
長
一
○
八
・

五
○
メ
ー
ト
ル 

 
 

備 
 

考 



告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

内 

藤 

敏 

夫 
 

 
 

 
 

 
 



 

   
 

川
越
坂
戸
毛
呂
山
線 

  

路 
 

線 
 

名 

  

毛
呂
山
町
大
字
川
角
字
数
馬
前
七
〇
二

番
一
地
先
か
ら
同
町
大
字
川
角
字
西
原

二
三
番
一
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

に
限
る
。
） 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
一
年
十
二
月

二
十
五
日
付
け
埼
玉
県
飯

能
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
四
十
一
号
の
道
路
予

定
区
域
の
一
部
供
用
開
始

で
あ
る
。
延
長
四
三
二
・
六

〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
二
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
〇
〇
三
六
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
〇
一
二
六
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
伊
草
字
石
原
八
一
一
番
九
、
八
一
二
番
三
、
八
一
三
番
五
の

一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
三
丁
目
一
七
番
地
一
三 

（
グ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ
川
越
ア
ル
バ
ー
ト
ル 

 

４
０
２
号
室
） 

 
 

内
村 

誠 

内
村 

千
明 

 

          



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
三
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
三
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
〇
〇
九
五
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
〇
一
二
九
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
八
ツ
林
字
宮
ヶ
谷
戸
九
二
六
番
の
一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
日
高
市
大
字
上
鹿
山
一
一
四
番
地
二 

Ｐ
ａ
ｌ
サ
ン
ア
イ
２
０
１ 

 
 

深
谷 

貴
司 

 
 

        



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
四
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
〇
一
一
四
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
〇
一
三
四
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
下
狢
字
向
新
田
七
五
六
番
一
、
七
五
七
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
大
塚
二
丁
目
二
五
番
地
二
三 

 
 

小
宮 

雄
一 

 
 

        



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
○
○
二
七
○
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
○
一
三
二
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
字
馬
場
裡
二
一
四
一
番
六
の
一
部
、
二
一
四
一
番
一
六
の 

 

一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
二
一
三
二
番
地 

 
 

有
限
会
社
谷
津
の
里 

代
表
取
締
役 

石
川 

正
明 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
〇
〇
七
四
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
〇
一
二
七
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
平
沼
字
新
田
前
一
八
二
番
三
、
一
八
二
番
四
、
一
八
四
番
二
、 

 

一
八
六
番
二
、
一
八
五
番
の
一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
大
字
久
保
田
一
四
六
五
番
地 

サ
ン 

ノ
―
ブ
ル
２
０
１
号
室 

 
 

小
林 

め
ぐ
み 

 
 

         



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
七
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
〇
〇
七
九
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
〇
一
三
三
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
下
小
見
野
字
宮
ノ
町
八
五
八
番
一
の
一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
市
松
山
町
二
丁
目
四
番
四
四
号 

カ
ー
サ
コ
モ
ド
２
０
２ 

 
 

竹
間 

智
世 

 
 

        



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
四
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

寺 

内 
 

盛 

幸 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
六
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
四
〇
〇
三
九
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

越
建
セ
第
六
二
一
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
高
野
台
西
二
丁
目
四
番
六
、
四
番
七
の
一
部
、
四
番
十
六
、 

 
 

四
番
十
七 

（
第
一
工
区
） 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
高
野
台
西
二
丁
目
四
番
七 

 
 

相
島 

勝 

 
 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

寺 

内 
 

盛 

幸 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
六
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
四
〇
〇
三
九
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

越
建
セ
第
六
二
二
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
高
野
台
西
二
丁
目
四
番
七
の
一
部 

（
第
二
工
区
） 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
高
野
台
西
二
丁
目
四
番
七 

 
 

相
島 

勝 
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